
問【番組について】企画課広報広聴係　　☎028（677）6099
　【加入申し込み】宇都宮ケーブルテレビ☎028（638）8092

芳賀チャンネルに加入しませんか？

　芳賀町役場がお届けする、
芳賀町民が主役の芳賀町民の
ための情報テレビ番組…
　　それが芳賀チャンネル☆

1日9回、1週間同じ番組を放送しているよ。

詳しくは、最終ページを見てね！　
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芳賀チャンネルの
毎月の視聴料は

無料です！
　芳賀チャンネルを視聴するための初期費用は、
19,800円（税込）です。ぜひこの機会に加入して、
芳賀チャンネルを楽しみませんか。
̶お問い合わせは、企画課広報広聴係
　または宇都宮ケーブルテレビまでお気軽にどうぞ̶

&スポーツの話題タウンリポート

　町民会館ホールで、町新春賀詞交歓会に代わる催しとして
新春のつどいが開かれ、議会議員や自治会長ら約80人が参加
しました。見目町長の挨拶に続き、小林議長、田川町商工会長、
浦野芳工連会長から祝辞が述べられました。その後、町出身音
楽家によるフルートとハープの美しい演奏が披露されました。

新春のつどい1/12

　西福院管理委員会が所有する「毘沙門天立像」が町指定有
形文化財に指定されました。修復工房に助言されたことを
きっかけに専門調査を行った結果、カヤ材製一本像であるこ
となどの特徴から、中世の貴重な文化遺産であることが確認
されました。現在は、高宗寺（祖母井）に仮安置されています。

町指定有形文化財に
「毘沙門天立像」
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　稲川博さん（与能）が100歳のお祝いに笑顔で応えました。
稲川さんは、習字や俳句が趣味で、文章を書くことが得意で
す。旅行が好きで、ご夫婦で富士山や桜を見によく出かけて
いたそうです。ご家族からは「100歳おめでとう。今後も、笑顔
で元気に過ごしてください」とお祝いの言葉がありました。

ご長寿万歳！
稲川博さんが100歳のお誕生日
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　町民会館で開館30周年記念事業「宝くじおしゃべり音楽館」が
行われました。春風亭小朝さん、島田歌穂さん、小原孝さんとお
しゃべり音楽館ポップスオーケストラの皆さんによる美しい音楽
や楽しいおしゃべりが、開館30周年を彩りました。来場者からは、
素晴らしい演奏を生で聞けて良かったとの声が聞かれました。

宝くじおしゃべり音楽館
～思い出のスクリーンミュージック～
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　〈お便りの宛先〉  〒321-3392 芳賀町大字祖母井1020　企画課広報広聴係　☎028（677）6099

あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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佐山美代子さん（下高根沢）福まるさん（芳志戸）
鳥みたいな梨とひょうたんみたいな梨。
可愛らしい姿にびっくりしました！
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芳賀町文化協会会長
駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
生きる言葉をあなたへ　瀬戸内寂聴さんの言
葉を読んで
　しょせん人生とは会って別れること。他人
にとっては取るに足らない出会いでも、自分
にとっては一生を塗り替える大きな出会いと
なることがあります。出会いは偶然ではなく、
必然のものなのかもしれません。人との別れ
は、生老病死のひとつ。生きているときに人
を大切にしたいものです。

高松イクさん（下高根沢）からの投稿
　昨年７月31日町民会館で「まほろば診療
所」を舞台にした映画「命の停車場」を見ま
した。医師とがん患者の物語でした。次に、
同じ舞台での物語「いのちの十字路」が新聞
に連載され、読み続けました。訪問介護の話
で、コロナ禍に必死で治療を続ける医師や看
護士、患者さんとその家族の命を取り巻く物
語に、胸が締め付けられる思いがしました。
医療関係者の想像以上のご苦労に、涙と感
謝の念がこみ上げました。
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鈴木モコさん（西高橋）はなさん（下高根沢）高松イクさん（下高根沢）
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